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■トピックス 

◇環境展示会“エコプロダクツ２０１３”に７年連続出展 
 

 昨年の１２月１２日から１４日までの３日間、エコプロダクツ２０１３（日本経済新聞

社、(社)産業環境管理協会主催）が、東京ビッグサイト東ホールで開催されました。今年

の出展者数は７０２社・団体、入場者数は、約１７万人となりました。この内の約２万人

が小中高校生ですが、今年は、天皇皇后両陛下のご行幸啓を賜り、出展社、来場者の環境

への意識は例年にも増して高く感じられ、盛況のうちに会期を終えることができました。 

 ここで、ご来場頂けなかった方々へ VEC／JPEC ブースと展示品を簡単にご紹介いたし

ます。 

 今年もオール塩ビ製とし、白色の塩ビパイプで基本骨格を組み、各ユニットに波板や低

発泡板、更にメッシュターポリンやクリアカラーの軟質塩ビなどを配し、明るく開放的な

ブースに仕上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正面左サイドでは、塩ビ製品の「長く使って、更に再利用。PVC は、省資源でエコな素

材です」のタイトルで、43～53 年間埋設管で長寿命を、パイプのリサイクル工程の展示で

マテリアルリサイクルに適していることを示しました。また、被災地宮城で回収されたパ

イプを再生した「宮城パイプ」が復興に役立っていることも紹介しました。ライフライン

を支える電線被覆材のコーナーでは、ワイヤーハーネスを展示し、自動車用途での耐久性

を紹介しました。 

 

 

 

 

 

 



 

 右サイドでは、「PVC は、省エネで快適な住環境に貢献します」と題し、「住まい」に利

用される PVC 製品を展示しました。外側には、樹脂サイディング及び樹脂サッシのカット

サンプルで省エネに貢献することを、樹脂内窓及びクッションフロアはリフォームにも適

することを、また、機能性壁紙として、PVC デザインアワード 2012 の特別賞の‘空気を

洗う壁紙’、更には 2012 年のエコマークアワード銅賞のエコスは、ブース全体の床材とし

てもご提供いただき、建材用途のリサイクル性についても示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ブース中央では、血液バッグや薬の包装 PTP など医療・健康分野などの様々な生活の場

面で利用されている PVC 製品を展示し、また、ブース奥では、「PVC の新しい展開」コー

ナーとして、PVC デザインアワード 2013 の大賞、優秀賞作品を中心に紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年につづき、理科教育コンサルタントの小森栄治さん並びに小学校教諭でもある新牧

賢三郎さんが、会場内エコツアーの「素材の力で未来を変える」というテーマで、当ブー

スを取り上げられました。“生活や社会を力強く支えているさまざまな「素材」。新素材や

海外に広がる日本発の素材など、素材の可能性を再発見し、素材のすばらしさを実感いた

だくツアー”という企画ですが、まさに塩ビ素材の環境特性とそれを活かした製品がどの

ように使われているかなどを判り易く説明してくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 より多くの方々にブース内を見学していただくため、クイズラリーを実施しました。今

年は、ノベルティにPVC製のらせん入り縄跳びを用意しました。PVCニュースでも紹介し

たこの縄跳びは、昭和 32 年にPVC製なわとびを初めて製品化した（現）ベルテック社様が

開発した内側にらせん状着色、外側が透明の二重構造となっており、ロングセラー商品で、

TV番組でも紹介されています。年配の方に限らず高校生からも‘なつかしい’の声があり

ましたし、多くのみなさんから‘これで健康になります’という言葉をいだきました。 

 

http://www.pvc.or.jp/index/index86.html
http://belltec.info/


 

 

 

 

 

 

 

 

 ブースに訪れた多くの方々に、塩ビ樹脂及び塩ビ製品の環境への熱心な取り組み、およ

び新しい展開への取り組みについてご理解いただけたと感じています。 

 最後になりますが、塩ビ製品の出展にご協力いただいた方々に御礼申し上げます。 

 

 

 
■随想 

◇古代ヤマトの遠景（８２）－【女神天照大神誕生】－ 
木下 清隆 

 

 前回までに、蘇我氏による倭国歴史の改竄事件が何

故発生したのかという問題解明を行ってきた。それは

最後発の豪族としての已むに已まれぬ理由があったと

いえるが、この歪められた歴史が、その後の天皇達を

縛って行くことになる。出雲王家をその歴史から追放

するという蘇我氏の行為は、天武天皇によってある程

度の復権がなされるが、後継の持統天皇に至って、更

に出雲の歴史そのものの抹消という前代未聞の大事件

に発展して行く。蘇我氏は出雲王家を歴史の陰に隠し

たと言えるが、持統天皇は女神天照大神を誕生させる

ことによって、その王家を歴史から消し去ったのであ

る。 

 継体天皇誕生以降の倭国の歴史は波乱に満ちたもの

と言えるが、その影響は伊勢神宮の祭祀にも当然反映

されることになる。この神宮には斎王という女性が遣

わされ、その祭祀を司る歴史が、記紀に記録されてい

るが、今回からは、この斎王問題を取り上げて、倭国

歴史の一面を見て行くことにする。 
継体王家の系譜：クリックで拡大

 

＜斎宮と祭神＞ 

 伊勢神宮が創建されたのは雄略朝

であり、初代倭王の御魂が伊勢に遷さ

れた時に積極的に協力したのが伊勢

氏・度会氏であることは先に述べた。

この伊勢に祀られるようになった初

代倭王の御霊はいつしか神と称され

るようになっていたようだ。この神の

祭祀のために、代々、内親王クラスの

女性が伊勢に遣わされた。これらの女

豊鍬入姫宮：大神神社の摂社檜原神社境内にある

（昭和 61 年創設） 

http://www.vec.gr.jp/mag/441/mag_441_add01.pdf


性は後世になると「斎内親王」と呼ばれるようになり、更に「斎王」と略称されるように

なった。また、その居所を「斎王宮」更には「斎宮
さいくう

」と呼ぶようになったことから、いつ

しか斎宮が斎王を意味するようになった。この斎宮として、書紀には幾人かの女性の名前

が挙がっているが、関連する記述も併せてまとめると次のようになる。 
（  ）は筆者の補足説明 

 崇神六年     豊鍬入姫  「天照大神を以て、豊鍬
とよすき

入姫命に託
つ

けまつりて、倭の

笠縫邑
かさぬいむら

に祭る」 

 垂仁二十五年   倭姫    「天照大神を豊耜
とよすき

入姫命より離ちまつりて、倭姫命に

託けたまふ」 

 景行二十年    五百野
い ほ の の

皇女
ひめみこ

 「天照大神を祭らしむ」 

 雄略元年     𣑥
たく

幡
はたひ

姫皇女
めのひめみこ

 「この皇女、伊勢大神の祠
やしろ

に侍り」 

                （この皇女は、後に湯人
ゆ え

の廬城部
い ほ き べ

連武彦に姧
けが

されたと

讒言され、五十鈴川の辺で自殺する。三年条） 

 継体元年(五〇七) 荳角
さ さ げ

皇女  「是伊勢大神の祠
まつり

に侍り」 

 欽明二年(五三三) 磐隈皇女  「初め伊勢大神に侍
つか

へ祀る。後に皇子茨城
うまらき

に姧
をか

されて

解けぬ」 

 敏達七年(五七八) 菟道
う じ

皇女  「伊勢の 祠
まつり

に侍らしむ。即ち、池辺皇子に姧
をか

されぬ。

事顕れて解けぬ」 

 用明前紀(五八五) 酢香手
す か て

姫皇女「酢香手姫皇女を以て、伊勢
いせのおほ

神宮
みかみのみや

に拝
め

して、日
ひの

神
かみ

の

祀に 奉
つかへまつ

らしむ」 

                （割注に「この皇女は、用明・崇峻・推古の三代、三

十七年間に亘って斎宮を勤めた」とある。） 

 天武二年(六七三) 大来
おほくの

皇女
ひめみこ

  「大来皇女を天
あま

照
てらす

太
おほみ

神宮
かみのみや

に遣し侍らせむとして、泊
はつ

瀬
せの

斎宮
いつきのみや

に居
はべ

らしむ。是は先ず身を潔めて、稍
やや

に神

に近づく所なり」 

                （この皇女は、天武三年十月に伊勢神宮に向かい、朱
あか

鳥
みとり

元年十一月(六八六)に伊勢から還った。この朱鳥元年

九月に天武天皇は崩御） 
 

 このように斎宮に関する記述を抜書きすると、き

わめて重要なことが明らかとなってくる。それは、

斎宮が仕え祀る神の名称である。崇神から景行まで

は「天照大神」となっているのに対し、雄略から欽

明までは「伊勢大神」、用明時代は「日神」となっ

ている。天武二年条では祭神名は明示されていない

が、この時代の祭神が「天照大神」であることは間

違いない。これに対し神社名は従来の「伊勢神宮」

が「天照太神宮」に替わっている。このような伊勢

神宮の祭神の変化を並べてみると次のようになる。 

倭姫宮：宇治山田駅の近くにある 

   （内宮別宮、大正 12 年創建）

   天照大神 ⇒ 伊勢大神 ⇒ 日神 ⇒ 天照大神 

始めと終わりが「天照大神」になっているのが奇妙であるが、これは今まで述べてきたよ

うに、天照大神が誕生した七世紀になって崇神・景行時代の部分が付加されたことを示し

ている。ではなぜ、雄略の時代になって「伊勢大神」と記述されるようになったのだろう

か。それはこの名称が伊勢に遷座して祀られるようになった神の呼称だったからであろう。



このことは雄略朝に初代倭王の御魂が遷座し、伊勢大神と称せられるようになったことを

示していることになる。雄略朝の遷座はこれまでに、論証してきたところであるが、斎宮

に関する記述からも証明されたことになる。 

 

 次に用明朝になって、伊勢の祭神が「日神」と替わるのは、従来「伊勢大神」と呼ばれ

た神が「日神」と呼ばれるようになったと考えるのが最も自然であろう。この時代、祭神

本体を取り替える理由が全く無いからである。この日神への呼称変更は、用明天皇の前の

敏達天皇時代に行なわれたものとみられる。それは伊勢への斎宮の派遣が用明天皇即位前

紀に記されているからである。もし、用明時代に「日神」が誕生したのなら、この記述は

もっと後になるはずだからである。先に【敏達天皇】の稿で日神は「天照国照彦火明櫛玉

饒速日尊」の略称したことによると説明したのは、このような書紀の記述に基づくもので

ある。 

 

 日神の後に「天照大神」が誕生する。大来皇女が仕えた神は、この天照大神のはずなの

に、その名が何処にも出てこないのは不思議なことであるが、「天照太神宮」と書いたこと

で省略したと考えられる。この用語は天武元年六月二十六日条に「朝明郡の迹太
と ほ

川の辺り

で天照太神を望拝したもう」とあるのと対応していると考えられる。この条は、壬申の乱

の前段に当り、吉野から美濃へ急ぐ天武天皇が、四日市付近の朝明川の辺で伊勢神宮を望

拝したとされる有名な行
くだり

である。このとき天皇が武運を祈ったであろう相手は「日神」だ

ったはずであり、これが「天照太神」と表記されているのは、天武時代になって「天照大

神」が誕生したことを意味している。当然、日神とは連続している。このことは天武天皇

の望拝が保証していることになる。なお、書紀では敬意を表して「大」を「太」と書いて

いるが、ここでは以後、特に区別する必要が無い場合は「大」と表記することにする。こ

のように見てくると、伊勢大神、日神、天照大神は全て繋がっていることになる。従って、 

   伊勢大神 ＝ 日神 ＝ 天照大神 

の関係が導かれる。これら三神は全て「初代倭王」即ち「天照国照彦火明櫛玉饒速日尊」

を意味している。ここに女神の影はどこにも無い。神の名としては幾つかに別れているが

全て男神である。 

 しかし、書紀において突然のように、女神天照大神が登場する。登場の仕方は堂々とで

はなく、こっそりと遠慮がちにである。要約すると 

― イザナギ・イザナミ尊の間に日の神「大日孁貴
おおひるめのむち

」が誕生するが、一書によればこの神

は「天照大神」と云い、更に「撞賢木
つきさかき

巌之
い つ の

御魂
み た ま

疎向
あまさかるむ

津媛
かつひめ

命」とも謂う。― 

といった書き方である。 

 

 このような筋書きで女神天照大神は誕生した。しかも、この「撞賢木
つきさかき

巌之
い つ の

御魂
み た ま

疎向
あまさかるむ

津媛
かつひめ

命」の名が出てくるのは、書紀全体の中で神功皇后摂政前期の一回限りである。撰述者は

女神であることを明確にすることを、何か躊躇しているのではないかとさえ感じられる記

述である。その雰囲気はこの名称の中にも隠されている。それは最後の「媛命」である。

古事記の中では、高貴な女性を表す語として「比売」「毘売」「日売」等が使用されている

が、書紀ではこれが「姫」「媛」と表記され、最も高貴な女性に対しては一般に「姫」が使

用されている。このような原則が確固たる書紀であるなら、「向津媛」はおかしいことにな

る。更に書紀の冒頭に、「至りて尊きをば尊と曰ふ、自余をば命と曰ふ」と注記してあり、

同じ「ミコト」でも「尊」と「命」では格が違うのである。この原則は書紀の中で厳格に 

 

http://www.vec.gr.jp/mag/432/mag_432.pdf


適用されており、女神天照大神の最後に付けられた「命」は、最高神にしては如何にも不

釣り合いなのである。 
 

 このように見てくるとこの箇所の記述に関して、撰述者更には書紀編纂者全体が、女神

の誕生に諸手を挙げて賛成していたのではなかったらしい雰囲気が伝わってくる。このよ

うにして女神は登場したが、この神はこれまでの男神天照大神とは全く異なった存在であ

る。即ち、 

   天照大神 ≠ 女神天照大神 

の関係にある。書紀は、最後の土壇場になって、男神天照大神を否定したことになる。な

ぜ女神が誕生したのかの論議は後で行なうが、結果的に、伊勢神宮の祭神は従来から祭祀

されていた日神に替わって天照大神が誕生し、更にこれまでの経緯を否定する形で女神天

照大神が生まれたことになる。 

（つづく） 

 

この「古代ヤマトの遠景｣に対し、ご意見・ご感想を頂ければ幸いに存じます。>>（筆者） 

「古代ヤマトの遠景」：バックナンバー 

 

 

 

 皆様、メルマガご愛読ありがとうございます。本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

昨年のビッグニュースは、なんと言っても 2020 年東京オリンピック・パラリンピック開

催決定でした。東京都では本年から開催に向けた予算取りと準備が開始されるようですが、

インフラで貢献する塩ビ製品がリサイクル品も含め多く使用されるよう期待しています。

また、そのために品質やリサイクル性能、コストバランスなど塩ビの良さを一層強くアピ

ールしていく所存です。皆様も塩ビ製品をどうぞ宜しくお願いいたします。（ももった） 

 

 

 

■編集後記 

■関連リンク 

●メールマガジンバックナンバー 

●メールマガジン登録 

●メールマガジン解除 
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